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第４回 熊本県議会高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録 

 

平成23年12月12日(月曜日) 

            午前10時２分開議 

            午前11時25分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 九州新幹線鹿児島ルートを活用した地

域振興に関する件 

 ４ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ５ その他 

――――――――――――――― 

出席委員(16人) 

        委 員 長 松 田 三 郎 

        副委員長 小早川 宗 弘 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 堤   泰 宏 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 守 田 憲 史 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 早 田 順 一 

        委  員 髙 野 洋 介 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 九 谷 高 弘 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 坂 本   基 

       総括審議員 

兼交通政策・情報局長 小 林   豊 

      地域振興課長 佐 藤 伸 之 

    地域振興課政策監 

兼新幹線元年戦略推進室長 本 坂   道 

交通対策課長 中 川   誠 

商工観光労働部 

        観光課長  宮 尾 千加子 

    くまもとブランド 

        推進課長 坂 本 孝 広 

 土木部 

部 長 戸 塚 誠 司 

道路整備課長 増 田   厚 

道路保全課長 亀 田 俊 二 

都市計画課長 内 田 一 成 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 上 野 晋 也 

 警察本部 

交通部長 中 野 洋 信 

交通規制課長 髙 野 利 文 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 小 林 昌 樹 

     議事課課長補佐 平 田 裕 彦 

――――――――――――――― 

  午前10時２分開会 

○松田三郎委員長 ただいまから、第４回高

速交通及び新幹線活用対策特別委員会を開催

いたします。 

 本日の委員会に３名の傍聴申し込みがあり

ましたので、これを許可したいと思います。 

 まずは、執行部を代表して、坂本企画振興

部長からあいさつ及び概要説明をお願いいた

します。 

 

○坂本企画振興部長 委員会開会に当たりま
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して、執行部を代表して、本委員会の付託案

件の概要について御説明申し上げます。 

 松田委員長、小早川副委員長を初め委員の

皆様方におかれましては、10月下旬の管外視

察につきまして大変お世話になりました。現

地で得られました情報につきましては、今後

の事業推進に役立ててまいります。 

 それでは、付託案件の概要について御説明

申し上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、厳しい道路予算の

状況ではありますが、早期完成が図られるよ

う要望活動などに積極的に取り組んでいると

ころです。 

 次に、航空路線の利用促進につきまして、

国内線は、東日本大震災の影響等により利用

が低迷するなど厳しい状況が続きましたが、

夏以降は利用者数が前年並みまで回復しつつ

あります。 

 また、ソウル線につきましては、ソウル市

内での大型ビジョンによる熊本の安全性のＰ

Ｒや利用促進に取り組んだことなどもあり、

震災直後に比べると利用状況は回復しつつあ

りますが、秋以降、円高の影響もあって韓国

からのインバウンドが伸び悩んでおります。 

 さらに、現在、中国南方航空と路線開設に

向けて交渉を続けております。引き続き阿蘇

くまもと空港の路線振興に取り組んでまいり

ます。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 阿蘇くまもと空港への公共交通によるアク

セスの充実を図るため、ＪＲ肥後大津駅と空

港間を結ぶ空港ライナーを10月１日から試験

運行し、現時点で１日当たり100名を超える

利用状況にあります。今後とも交通ネットワ

ークの強化に取り組んでまいります。 

 第３に、九州新幹線鹿児島ルートを活用し

た地域振興に関する件でございます。 

 まず、九州新幹線の博多－熊本間の利用者

数は、７月以降前年同期と比べまして４割以

上の伸びを続けており、順調に推移しており

ます。 

 次に、九州新幹線を活用した熊本づくりに

つきましては、熊本の魅力を多くの方々に体

感し楽しんでいただけるよう、新幹線元年事

業や「くまもとサプライズ」を県内各地で展

開しております。これまで「くまモンまつ

り」等を、県外からの参加者を含む多くの

方々に参加いただきながら開催するととも

に、各地域の人々や日々の暮らしをつづった

「くまもとサプライズフィルム」の上映を県

内各地で行うなど、熊本の多彩な魅力を県内

外に発信しているところであります。 

 次に、九州新幹線を活用した観光振興等に

ついてですが、まずＫＡＮＳＡＩ戦略につき

まして、「くまモン」の人気を生かし、今年

度は営業部長として県産品のＰＲを目的に、

関西地域の食品事業等への営業活動を進めて

いるところです。 

 次に、観光キャンペーンにつきましては、

現在、宮崎県、鹿児島県、ＪＲグループとの

連携による「熊本・宮崎・鹿児島デスティネ

ーションキャンペーン『のんびり過ごす極情

の旅』」を展開しているところです。全国に

向け熊本の魅力を引き続き発信してまいりま

す。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から説明申し

上げますので、御審議のほど何とぞよろしく

お願いいたします。 

 

○松田三郎委員長 それでは、議題(1)執行

部から事業概要の説明を受け、その後質疑を

受けたいと思います。 

 説明に当たっては、可能な限り簡潔にお願

いいたします。 

 説明は着座のままで結構でございますが、
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最初だけ、どこから説明なさっているかわか

るように、挙手か１回立っていただければと

思います。 

 それでは、増田道路整備課長から順次説明

をお願いいたします。 

 

○増田道路整備課長 よろしくお願いしま

す。 

 委員会資料の変更点について説明を申し上

げます。 

 道路整備課が担当しております高速交通体

系に関する件、高規格幹線道路等の整備につ

いて、前回から３点変更点がございますので

御説明します。 

 資料の１ページをお願いします。 

 最下段の平成23年11月５日現在の供用延長

について、全国の数値を9,915キロメートル

と時点修正しております。 

 次に、９ページをお願いします。 

 地域高規格道路の整備に関して、熊本環状

道路についてですが、中ほどの現状の上から

４つ目の丸、国道３号植木バイパスにおいて

11月に地元説明に着手しました。 

 次に、次ページをお開きください。11ペー

ジをお願いします。 

 建設促進活動についてですが、九州中央自

動車建設促進協議会及び南九州西回り自動車

道建設促進協議会、それぞれ10月の26日から

27日、11月16日から17日に提言活動を行いま

した。 

 道路整備課は以上でございます。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 資料の15ページをお願いいたします。 

 前回からの変更箇所は、主にデータの更新

が中心でございますので、表形式による記載

部分を中心に説明させていただきます。 

 参考－４をごらんください。国内線の旅客

数の状況でございます。前回までは８月まで

の利用状況でございましたが、今回10月まで

の利用状況を記載しております。 

 まず、平成23年度の利用率でございます。

一番下の合計欄をごらんになられてくださ

い。61.3％ということになっておりますが、

これは前回８月時点での59.2％を2.1ポイン

ト改善されております。 

 一番右端の一番下の欄をごらんになられて

ください。旅客数の増減率でございます。前

年比98.1％ということで、前回８月までの数

字と比べまして1.5ポイントの改善になって

おります。部長説明でもありましたように、

国内線につきましてはほぼ前年並みの利用に

近づいている状況でございます。 

 次のページをお開きください。16ページの

参考－５でございます。 

 震災後の旅客数の状況で、先ほどの国内線

のうち羽田線と大阪線につきまして、月ごと

の利用率、利用実績について記載しておりま

す。右端に９月分と10月分のデータを記載し

ております。 

 表の中の国内線のうち羽田線でございま

す。一番右端、平成23年度10月のデータを記

載しております。利用率につきましては70.

5％、９月が72.4％。大阪線につきまして

は、９月が61.5％、10月が63.4％ということ

で順調に推移しております。 

 次、19ページをお開きください。 

 参考－３にソウル線の利用状況でございま

す。これも月ごとのデータを記載しておりま

す。右端に９月のデータ、10月のデータを記

載しております。利用率につきましては、９

月が64.1％、10月が61.5％ということで60％

以上確保しておりますが、利用者数につきま

しては、円高等の影響もあり、外国人の利用

者の伸び悩み等があり、前年度を割り込んで

いる状況が続いております。 

 次、21ページをお願いいたします。 

 国際線の今後の取り組みでございます。 

 ソウル線につきましては、ただいま利用状
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況が低迷しておることについてお話ししまし

たように、これからも数字を伸ばす必要がご

ざいます。特に、県内の教育旅行等を中心に

働きかけを行うとともに、韓国人利用者対

策、特にインバウンド対策に取り組むこと

で、週５便化の実現を目指してまいります。 

 中段、その他に、台湾線と中国線について

記載しております。 

 台湾線につきましては、先週の水曜日、12

月７日に、県立大津高校の修学旅行が実現し

ております。学生数314名、引率約30名、合

計約350名の修学旅行が実現しております。 

 中国線につきましては、中国南方航空に対

し、引き続き新規路線の開設ができるだけ早

期に実現しますよう、積極的に取り組んでま

いります。 

 23ページでございます。 

 航空物流についてでございます。 

 参考－１ということで、中段に空港の貨物

取扱状況について記載しております。９月と

10月のデータを追加しております。表の一番

下に、22年度の前年同月のデータを記載して

おりますが、９月が82.5％、10月が81.4％と

いうことで、データの前年度までの追い着き

がなかなかできていない状況でございます。 

 航空路線の利用促進については以上でござ

います。 

 続きまして、都市圏交通に関する件でござ

います。 

 少し飛ばしまして、34ページをお開きくだ

さい。 

 阿蘇くまもと空港へのアクセスの改善とい

うことで、空港ライナーの試験運行について

でございます。冒頭の部長説明にございまし

たように、利用状況につきましては、10月か

ら11月の２カ月間で6,626人、１日当たりに

つきましては、10月が99人、11月が118人で

ございます。11月につきましては、１日当た

り130人以上を超えた日にちが12日間になっ

ております。 

 交通政策課については以上でございます。 

 

○内田都市計画課長 都市計画課でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 それでは、資料の38ページをお願いいたし

ます。 

 パークアンドライドにつきまして御説明を

いたします。 

 上段の表は、今年11月末現在の実施状況を

記載しております。 

 次に、利用促進に向けた取り組みについて

御説明いたします。 

 次の39ページをお願いいたします。 

 エコ通勤環境配慮に取り組んでいる特定規

模事業者８事業所等に対して、パークアンド

ライドの周知・広報及び利用促進の働きかけ

を行いました。 

 また、ゆめタウン光の森など運用中の駐車

場事業者に対し、業者から要望のあった駐車

場の改善について、取り組み状況の把握やさ

らなる改善について働きかけを行いました。 

 普及促進に向けた取り組みといたしまし

て、ＪＲ宇土駅駐車場は、来年１月から運用

開始を予定しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

○佐藤地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 44ページ下段の方をお願いいたします。 

 国の新熊本合同庁舎Ｂ棟についてでござい

ます。新熊本合同庁舎Ｂ棟につきましては、

本年度から凍結されていた整備が再開された

ところでございます。しかしながら、去る10

月５日に開催されました衆議院東日本復興特

別委員会で野田総理大臣は、国の合同庁舎の

建設につきましてつくるかつくらないかを含

めて精査していると、こういう考えを表明さ

れました。 

 これに対しまして、10月７日、早速に県議

会から国に対し、新熊本合同庁舎Ｂ棟の着実
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な整備推進を求める意見書を提出いただいた

ところでございます。また、10月19日には、

知事、市長それから県議会議長、熊本市議会

議長、経済団体等から、国に対して要望活動

を実施したところでございます。 

 今後とも、国の予算措置状況について留意

をいたしまして、引き続き新熊本合同庁舎Ｂ

棟が着実に整備されるよう努めていきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 48ページをお願いいたします。 

 九州新幹線鹿児島ルートを活用した地域振

興に関する件でございます。 

 次が、九州新幹線の利用状況でございま

す。今後、来年３月のダイヤ改正に向けまし

て、停車本数の増加、修学旅行に対する座席

の確保等につきまして、先月中旬、九州各県

との合同要望、及び県内沿線市との合同要望

を行ったところでございます。 

 次、九州新幹線の利用実績、次の表でござ

います。博多－熊本間につきましては、一番

右端、10月でございますが、１日の平均２万

6,800人ということでございます。 

 次、49ページの上段でございます。各月ご

との前年比でございます。博多－熊本間、９

月につきましては141％、10月には149％とい

うことで、順調に推移している状況でござい

ます。 

 下段、各駅の乗降客数でございます。新玉

名駅、10月につきましては1,000人、熊本駅

１万4,350人、新八代駅2,000人、新水俣駅1,

050人ということでございます。 

 交通政策課につきましては以上でございま

す。 

 

○本坂新幹線元年戦略推進室長 新幹線元年

戦略推進室でございます。よろしくお願いい

たします。 

 50ページからが九州新幹線を活用した熊本

づくりでございますが、55ページをお開きい

ただきたいと思います。 

 まず、秋の開業記念イベントの概要でござ

います。３月の九州新幹線のイベントの多く

は、大震災の影響等により中止・自粛されま

したが、熊本を盛り上げる再スタートをしま

して、くまもとサプライズキャラクター「く

まモン」を前面に押し出したイベント等を開

催しました。１番から３番まで、３つのイベ

ントを開催いたしまして、予想を超える入場

者の方にお集まりいただきました。秋の盛り

上げに対しまして一定の貢献ができたものと

考えております。 

 それから、その下の黒い星印ですが、「ゆ

るキャラグランプリ」がございまして、全国

のゆるキャラ約350体がエントリーしまし

て、インターネットで投票を行います「ゆる

キャラグランプリ2011」におきまして、「く

まモン」が28万7,315票を集めましてグラン

プリを受賞いたしました。投票いただきまし

た県民初め全国の「くまモン」ファンの皆様

にお礼を申し上げたいと思います。これから

も熊本の認知度向上のため、活動を続けてま

いりたいというふうに考えております。 

 続きまして、56ページをお願いいたしたい

と思います。 

 ⑤番でございます。真ん中若干下でござい

ます。「くまもとサプライズ」の展開でござ

います。 

 まず、「くまモン」を県内各地で開催する

イベント等に出場させまして、多くの県民の

皆様方に「くまもとサプライズ」の普及・啓

発を進めております。４月から10月までの期

間で648カ所、ＰＲの対象人数が124万人とい

うふうになっております。 

 それから次の丸印、ロゴ及びキャラクター

の使用でございますが、４月から10月末でご

ざいますと許可件数が1,190件でございま
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す。月平均大体150件ペースで今まで進んで

おったんですが、先ほどの「ゆるキャラグラ

ンプリ」以来、今、月300件の申請が上がっ

てくるような状態になっております。申請か

ら許可までの時間をできるだけ短縮できるよ

うに、一生懸命頑張っているところでござい

ます。 

 それから、その下の方でございますが、

「くまモン」の使用許可の商品売上高の数字

でございますが、昨年12月から使用許可を始

めてございますけども、９月末現在までで10

億2,600万の売り上げというふうなこととな

っております。 

 それから、その下の丸でございます。先ほ

ど部長の話がございましたが、県内外の方に

熊本のよさを感じてもらうために、小山薫堂

さんにより制作された「くまもとサプライズ

フィルム」の上映、貸し出しを行っておりま

す。イベントや各県人会での上映、それから

同窓会・企業への貸し出し、銀座熊本館での

常時上映等をやっております。 

 それと、先ほどの「ゆるキャラグランプ

リ」優勝を記念しまして、「ＹｏｕＴｕｂ

ｅ」にも10月１日にアップしたところでござ

います。 

 最後でございます。「くまモン」が県内各

地の風景、祭りとコラボしました「くまモン

フォトアート展」を開催しております。くま

もと森都心プラザ、現代美術館、新幹線各駅

等で行ったところでございます。 

 以上でございます。 

 

○坂本くまもとブランド推進課長 くまもと

ブランド推進課でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 私の方から、九州新幹線を活用した観光振

興ということで、58ページをお開きいただき

たいと思います。 

 23年度の取り組みのところで、主なものを

御説明させていただきます。 

 まず、ツイッターをやっておりまして、そ

のフォロワーが11月末現在で３万件を超えて

おります。 

 続きまして、「くまもとの食を生かしたフ

ァン拡大」というところでございますけれど

も、９月30日に「くまモン」を営業部長とい

うことで委嘱をさせていただきまして、営業

部長として、食品メーカー等を中心としまし

て今企業訪問を実施しております。そこに書

いておりますＵＨＡ味覚糖、ＵＣＣホールデ

ィングス、江崎グリコ、サントリーホールデ

ィングス、ヒガシマル醤油、神戸屋、これは

パン屋でございますけれども、それとカゴ

メ、それと日清食品ホールディングス、それ

と串かつ協議会というふうなところを企業訪

問させていただいております。 

 その成果といたしまして、まず１点目でご

ざいますけれども、串かつ協議会ということ

で、大阪で串かつというと一度漬けとかいう

ことで、二度漬けはしないでくださいという

ふうなくだりで有名かと思いますけれども、

新世界、通天閣の周辺でございます、その辺

のところで、そこに串かつ協議会というのが

ございます。熊本県の食材を串かつに使って

いただいて、そこで食を楽しんでいただくよ

うな形のフェアを実施しております。 

 それとあわせまして、通天閣の中で、先ほ

ど新幹線元年戦略推進室の方からもございま

したけれども、「くまモンフォトアート展」、

風景とか祭りと「くまモン」がコラボしたよ

うな写真等ございますけれども、そういうも

のを展示させていただくようなフェアを昨日

まで開催をしたところでございます。 

 ２点目でございますが、カゴメの方から

「野菜生活100デコポンミックス」というこ

とで、新パッケージの中に「くまモン」を活

用させていただいて、これは実は昨年から販

売をしております、販売予定額を今年度1.4

倍ということで、大体目標額７億円を想定し

た形で販売をしたいということで、カゴメの
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方は励んでおられます。これについては、社

長と一緒に記者会見をさせていただいたとい

うふうな形で、全国にも情報発信ができたの

ではないかなというふうに考えております。 

 ＵＨＡ味覚糖につきましては、晩白柚ぷっ

ちょを商品化したいということで、全国販売

の決定がなされております。12月14日にＵＨ

Ａ味覚糖の社長が知事の方を表敬訪問されま

して、その際商品化の決定について記者発表

をさせていただきたいというふうに考えてお

ります。 

 こういう形で、大企業を通して熊本の魅力

ある食材を展開させていただきたいというふ

うに考えております。 

 地域展開といたしましては、今回特にやり

ましたのが、広島展開を重点的にやらせてい

ただいておりまして、マツダスタジアムにも

看板をずっと掲示をしておりましたが、９月

から10月にかけまして前田選手――岱明町出

身でございますけれども――のＣＭを広島で

流させていただいております。それとあわせ

まして、路面電車に「くまモン」の広告等を

各車両にも掲示をさせていただいておりま

す。フードフェスティバルとかカープファン

感謝デー等についても、各物産展並びに「く

まモン」等を登場させるような形で、広くア

ピールをしたところでございます。 

 11月の14日から16日につきましては、岡山

の方に「くまモン」が出向きまして、さまざ

まな地域の方々と交流をしたところでござい

ます。 

 次が、59ページのブランド推進事業でござ

いますけれども、12月の８日の日に、奥田政

行さんという方をお招きしてセミナーを実施

しております。食を通した地域づくりという

ことで、「食の都庄内」を実現化させていら

っしゃる方で、なかなか予約のとれないレス

トランのシェフとして有名な方でございまし

て、すばらしいお話が聞けたのではないかな

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○宮尾観光課長 観光課でございます。お世

話になります。 

 61ページをお願いいたします。 

 中ほどでございますが、現在、10月から12

月にかけまして、全国に向けて熊本・宮崎・

鹿児島のデスティネーションキャンペーンを

展開中でございます。それに先駆けまして、

キャンペーンサイトの開設ですとか、大阪

「くいだおれ太郎」を活用したＰＲやプレス

ツアー等を実施させていただきました。 

 62ページをお願いいたします。 

 62ページから63ページの中ほどにかけまし

て各種媒体のことを書いておりますけども、

情報発信が非常に重要でございますので、電

波や紙面その他を使いまして、あらゆる媒体

を活用して熊本の露出、ＰＲに努めたところ

でございます。 

 63ページの中ほどでございますが、今回初

めてデスティネーションキャンペーンのオー

プニングイベントというのを行いました。熊

本城で行ったんですけども、天候にも恵まれ

まして、３日間で入場者が５万9,000人強と

いうことで、たくさんのお客様方にお越しい

ただきました。 

 64ページをお願いいたします。 

 上段の方でございますが、オープニングイ

ベントの一つとして、３県の太鼓連盟が中心

となって、九州一円から150グループ太鼓の

方たちが参加して、3,000人の和太鼓演奏を

行いました。「東北に向けて元気を送ろう」

というものでございますが、あわせてギネス

記録にも挑戦いたしまして、2,778人という

ことでギネス記録を達成いたしました。 

 なお、この2,778という数値なのは、調査

の方たちがたくさん間に入られまして、リズ

ムが合わない人とか、あるいは太鼓をたたい

ていないんじゃないかと思われる人たちをず

っと減点していくものですから、こういう数
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値になったものでございます。 

 64ページの中ほどでございますが、「極上 

gokujo 熊本キャンペーン」です。九州新幹

線全線開業の効果を県下全域隅々まで波及さ

せるために、デスティネーションキャンペー

ンにあわせて実施したものでございます。ハ

ンドバックサイズのコンパクトなパンフレッ

トですとか、モデルコースの提案などを行い

まして、大阪等に置いたガイドブックは大変

好評をいただくとともに、そこに書いており

ますようなさまざまな媒体を使いまして、熊

本の魅力をアピールさせていただきました。 

 65ページをお願いいたします。 

 南九州キャンペーンです。南九州３県のデ

スティネーションキャンペーンの効果をなる

べく長くさせるため、これ普通は12月までな

んですけども、ＪＲ九州が中心となって、九

州新幹線ですとか、各観光列車をデザインさ

れた水戸岡鋭治さんのデザインのポスターな

どを活用して、３月いっぱい、本年度いっぱ

い実施中でございます。 

 66ページをお願いいたします。 

 観光列車を活用した誘客です。熊本は「Ｓ

Ｌ人吉」、「いさぶろう・しんぺい」、「九州横

断特急」に加えまして、６月から「あそぼー

い」、これは親子がターゲットでございま

す、それから10月からの「Ａ列車で行こ

う」、これは大人がターゲットでございます

が、熊本は最もたくさんの観光列車が走ると

ころとなっております。これら５つの観光列

車を生かした関係誘客活動を展開いたしまし

た。なお、「Ａ列車で行こう」は、シークル

ーズと連絡いたして天草の方にも送客してお

ります。 

 ⑥九州他県と連携した観光客誘致活動の推

進でございます。 

 九州観光推進機構との連携は申すまでもご

ざいませんが、南九州、あるいは横軸との連

携も非常に大事なものでございまして積極的

に行っております。デスティネーションキャ

ンペーンにあわせまして情報発信のほか、67

ページの二重丸のところにあるような、各社

の旅行商品の造成の支援を行っております。 

 また、長崎・熊本・大分の横軸連携につき

ましては、３県どこでも乗り捨てができる

「トヨタプリウスで走る 九州横断エコドラ

イブの旅」を連携して実施させていただきま

した。 

 67ページ下の部分でございます。おもてな

しの取り組みでございます。 

 68ページの一番上の行でございますが、お

もてなしの応募につきましても、後半の部分

42件の応募がございまして、27件を支援事業

として支援させていただきました。 

 ３）直近の観光動向でございます。前回、

８月までの調査結果を御報告させていただい

ておりますけれども、今回は10月まででござ

います。10月までにおきましても、海外から

は依然厳しく76％までしか回復しておりませ

んが、関西以西からがその表の中ほどでござ

いますが152％、その他関東ですとか中部等

が132％ということで、国内は109％の伸びで

ございます。トータルとして約３万1,000

人、104％ということで増加になっておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員長 執行部からの説明が終わ

りましたので、質疑に入ります。質疑はござ

いませんか。 

 

○小杉直委員 44ページ、佐藤課長、さっき

の説明の中で、一番下段の県議会の意見書及

び要望活動ということでこの３項目説明され

たですな。その後、努めていきたいというふ

うな言葉だったわけですが、どうかな、これ

の間違いない完成の見通しというか、今後の

紆余曲折の中でまた多少懸念材料も想像でき

るわけですか。 
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○佐藤地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 今こういった要望活動、それから県議会の

意見書等提出いただきました成果といいます

か感触としては、国の事務方の方から引き続

き整備はやっていくんだというふうなお答え

もいただいているところでございますが、感

触としてはいいというふうに思っておりま

す。ただ、最終的には国の予算でございます

ので、その状況をしっかり見ていきながら、

何か動きがあればまたさらに要望活動をやっ

ていくというふうに考えているところでござ

います。繰り返しになりますが、感触的には

いいんではないかというふうに考えておりま

す。 

 

○小杉直委員 感触ではちょっと弱いんだよ

な。ぜひこれは完成させにゃいかぬわけで

す。国の予算といってもこれはＰＦＩ方式で

すから、国の大きな予算は要らぬでしょう。

個別に民主党の県出身の国会議員の先生方と

会うたびにお願いをすると、大丈夫ですとい

うふうな、非公式の場ではありますけれど

も、そういう意見をいただくわけです。 

 これはぜひ完成させぬといかぬですが、受

注している民間の動きはどうですか、民間、

業者側の動きは。 

 

○佐藤地域振興課長 これはＰＦＩ事業でご

ざいますので、ことしは民間の方では基本設

計の修正、それから実施設計、それからさら

に文化財調査をやるということで、今その文

化財調査に取りかかっておられるところでご

ざいます。それが来年の６月ぐらいまでかか

ると言っておりますので、それから来年実際

の工事に入る。こういう状況でございます。 

 

○小杉直委員 きょうは鎌田代表もお見えで

ございますが、民主党県連にも機会あるたび

に、鎌田代表ここに委員でもおられますの

で、積極的に動いていただいて、これがまた

心配するようなことがないようにしっかり頑

張っていただくと同時に、逐一、必要なとき

には委員長を含めて関係議員たちにも説明を

していただくようにお願いをしておきます。

一応要望で結構です。 

 

○松田三郎委員長 ほかにございませんでし

ょうか。 

 

○鎌田聡委員 今のに関連してよろしいです

か。要望いただきましたので、県連も特に昨

年度非常に予算が厳しい、凍結という状況で

したので、当時の小杉議長からもしっかりと

言われていましたので、何とか再開で頑張っ

てきた経緯があるんですけれども、震災の関

係での予算ということもございまして、国会

でもこういった２月５日に議論があって、自

民党の国会議員さんから、この辺がどうなの

かというふうな御指摘もいただいてから、ま

た少し方針が揺らいできているような状況が

あって、今御意見いただきましたようにＰＦ

Ｉですから、一気に予算がぼーんと出ていく

ような話ではございませんので、そういった

ことも含めて、理解を求めてＢ棟の予算きっ

ちりできるように努力はいたしております。 

 これは我が党だけじゃなくて、やっぱりそ

れぞれ自民党さんも含めて、ぜひ熊本は熊本

の事情、状況も踏まえてこのような動きをや

っているんだということを、県議会も含め

て、執行部も含めて一体となって要望をかけ

ていきたいと思いますし、そういった動きに

ぜひ皆さん一丸となって取り組んでいただき

ますように、改めてこちらも全力でこれは頑

張ってまいりたいと思いますので、要望いた

しておきます。 

 

○小杉直委員 お願いしておきます。 

 

○山本秀久委員 キャンペーンとして、「く
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まモン」の問題で主催地は大変努力していた

だいており感謝しますが、私がこの前ちょっ

と総務部長に言ったかな、商標の使用許可の

問題、それに対して１日150件から今300件と

いうことで大変な苦労も多いと思いますけれ

ども、何か１回商標のペースで申し上げた

ら、２カ月ぐらいかかりますと言われたと。

そんな２カ月かかるなら要らぬと言うたら、

早速電話がかかってきて、すぐにやりますと

言ったというようなことを外部から聞いてお

るから、そういう点のないようにしとかぬ

と、本当にこういう問題があったから一応注

意しておいた方がいいよと、それだけ件数が

多くなって皆さん努力が報いられてきとるわ

けだから。 

 それともう一つは、３県の観光議員連盟と

いうのがあるわけです。その中で、３県の知

事が集まって一回観光の問題はやったらどう

だということを提起してありますけど、そう

いう点が、ここの観光はどうなっています

か、熊本県は。 

 

○松田三郎委員長 １点目の方は本坂室長で

す。 

 

○本坂新幹線元年戦略推進室長 新幹線元年

戦略推進室でございます。 

 委員の方からの御意見と私の受けとめ方

は、こういうふうにたくさんあるんだけれど

も、県の行政として公平に、公明正大にきち

んとやれという御叱咤だというふうに受け取

れます。精いっぱい、委員の意見を腹に据え

まして、真面目に、一生懸命にやっていきた

いというふうに考えております。 

 

○村上寅美委員 ちょっとよかですか、今の

に関連で。 

 宮尾課長とそれから今の関連だけど、南九

州３県の議連で、ことしは宮崎でしたけど、

その前の役員会が鹿児島であって、そして

我々が議連で推進して執行部と協議をするけ

ど、本当の意味の３県、要するに熊本・鹿児

島・宮崎、それから大分・熊本・長崎、その

２つとも、部長の説明にあったように、メー

ンで取り扱ってはいるけど、ばらばらなんだ

な。 

 だから、せっかく議連も執行部も、事務レ

ベルで執行部を、それから我々議会は議連を

つくって、会長から話があったようにつくっ

た中で提案があったのは、議連のときは半年

ぐらい前のスケジュールを調整して３県の知

事に寄ってもらう、それが副知事になろうと

あれは別にしても、基本的に３県の知事が寄

るということを決めたんです。 

 ことしからと言ったから早速知事部局に話

をしましたら、熊本県知事は出るということ

を言ってもらったけど、本体の宮崎県が、こ

としは知事のあいさつだけでスケジュールが

なかなかとれないと、そういう問題があると

思うんですよ、３県の知事だから。しかし、

基本的には決めましたから、そして明けて来

年は熊本なんです。だから鹿児島・宮崎の知

事も基本的には来てくれる、副知事になるか

は別にして。 

 そういったことであります中で、上海と台

湾、これは台北と宜蘭という話ですけど、こ

こで３県で一応合同キャンペーンを張ったら

どうかと、それぞれの県でやれば、単純に言

えば３分の１で経費も終わるじゃないかと、

だから力を合わせて、せっかく議連があるし

執行部もやっているから、３県で上海と台湾

で来春か夏かわからぬけどやろうということ

で、基本的に合意したんです。 

 合意しましたから、そのときは観光連盟も

参加してくれているから、そういう話になっ

とるから、宮尾課長のところでぜひひとつそ

の辺の情報交換、それから基本的にそうだけ

ど自主的にやるということになって、実現で

きるかできないかという問題は幾つもクリア

しなきゃいかぬ問題があると思いますから、
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その辺をひとつ強く要望をしておきたいと思

います。よろしくお願いしたいと思います。 

 それからもう１点、交通のキャンペーン…

… 

 

○松田三郎委員長 ちょっと待ってくださ

い。あわせて、今の関係で最初答弁をちょっ

と。 

 

○山本秀久委員 今村上委員が詳しく説明し

たけども、その点で、あなたたちの方にそう

いう３県の知事の出席の問題というのは通じ

ているかどうかを聞きたかったわけだ。 

 

○宮尾観光課長 ３県の連携につきまして

は、今回のデスティネーションキャンペーン

でも３県知事が集まりまして、連携をさらに

強くしましょうというような意思の確認がさ

れたところでございます。 

 また、先日の宮崎でも、知事はもちろん集

まってはいないんですが、３県の局長が会議

の後集まりまして、先ほどお話がありました

台湾等の合同キャンペーンについても今後連

携していきましょうということで、意見交換

をさせていただいたところでございます。引

き続きやってまいります。 

 

○松田三郎委員長 先ほどおっしゃったよう

に、村上委員の御発言にありましたように、

私も役員会に出ておりまして、当日皆さん集

まるときはもちろんだけども、役員会の時点

で執行部の観光関係の方にも同席いただいて

おくならば、事務方の方に、議員連盟だけ

で、こっちはこっちで執行部でやって、有機

的に連携した方がより効果があるだろうとい

う意味で、いずれまた、うちで言うならば、

村上会長から役員会の開催時に執行部の方の

御出席を要請することもあろうかと思います

ので、その点もつけ加えたいと思います。済

みません。 

 

○小杉直委員 関連してですが、この61ペー

ジの熊本・宮崎・鹿児島デスティネーション

キャンペーン、これは観光議員連盟が寄った

ときに、行政の協力関係はどうなっているか

というふうな意見も出るわけです。実際は、

今知事を含めた行政の連携したこういうふう

な大きなイベントを計画して実行されとるわ

けですな。それを観光議員連盟の我々が知ら

ぬ場合もあるんですね。今後はひとつ、せっ

かく行政が頑張っておるわけですから、機会

を失わぬように、我々には説明をしていただ

くように要望しておきます。 

 以上です。 

 

○氷室雄一郎委員 交通政策課ですけども、

来年３月ダイヤ改正ということで問題になっ

とった修学旅行の座席の確保の件ですけど

も、その辺はいろんな要望もされていると思

うんですが、一部報道もされておったんだけ

ども、その見通しみたいなものはどうなんで

すか。 

 

○松田三郎委員長 資料は48ページぐらいで

すね。 

 

○氷室雄一朗委員 資料は48ページです。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 修学旅行につきましては、10月ぐらいでし

たか、一度総務委員会の場でも御指摘を受け

まして、早速ＪＲ九州の方に状況の確認と、

それから今後の対応について申し入れをまず

口頭でいたしまして、先ほど説明しましたよ

うに、きちんと正式な要望活動をしたところ

です。 

 ＪＲ九州としましては、今の九州新幹線の

車両の指定席の数という物理的な問題あるも

のの、どうしてもお客さんが集中するような
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ときには今後臨時列車等も念頭に調整してい

きたいということで、修学旅行につきまして

もしっかり対応していきたいということでコ

メントいただいておりますので、今後は今よ

りか確実によくなると見通しております。 

 以上でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 例えば、旅行も大規模校

なり小規模校もありますので、ある程度の量

が必要になってくるわけです。だから、そう

いうものに対応ができるのかどうかというと

ころですが、その辺の話し合いはこれからだ

と思うんですけども、その辺はどうなんです

か、見込みみたいなものは。 

 

○中川交通政策課長 今委員御指摘ございま

したように、物理的な車両の中の座席の数に

比べて、一定の時期に修学旅行生の数が集中

する場合、これは容易に想像ができることで

ございますが、これにつきましては、まず学

校が旅行エージェントに依頼をしておりま

す。旅行エージェントとＪＲ九州との間で、

その枠をどうするかという調整をなさるんで

すけども、まず集中しているのを少し分散で

きないかという協議がありまして、それで学

校側も日程等が大丈夫ということでありまし

たら、皆さん前後に振って乗れるとか、そう

いうことはございます。それから、どうして

も調整できない場合には、先ほど御説明しま

したように、臨時列車等で対応していきたい

ということでお答えいただいております。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員長 どうぞ。 

 

○氷室雄一郎委員 学校としては、行事予定

というのは大体集中しているわけでございま

すので、その辺の学校間の調整なり、またそ

ういう学校の計画を事前に早目にしなければ

ほとんどが難しい問題でございますので、そ

の辺は教育現場のなるべく効果のあるような

ところについても、行政としての役割も果た

していただければと思っていますので、これ

から３月の改正に向けての部分でございます

ので、重要な部分でございますので、調整な

りまた学校に対する説明等もしっかり行って

いただきたいと思っておりますので、よろし

くお願いします。 

 

○松田三郎委員長 ほかに。 

 

○早田順一委員 氷室委員の質問に関連し

て、今の新幹線に関してのことなんですけ

ど、飛行機を利用した場合、今県立も私学も

そうですけど、海外に行ったりとかはちょっ

と熊本空港の利用というのは難しいと思いま

すけども、そのほかの県内の学校で、例えば

福岡を利用してどこかに行っているところが

あるんじゃないかなというふうに思っており

ます。極力熊本空港を使って行っていただき

たいような働きかけというのをぜひしていた

だきたいと思います。 

 そうでないと、料金的な問題で親の負担も

結構あるのかもしれませんけど、そういった

意味で、福岡空港を利用しているところがち

ょっと多いのかなという気がしておりますの

で、そういった点を担当の方から教育委員会

の方にも、極力県内の飛行場を利用してくれ

ということでぜひ言っていただきたいと思い

ます。 

 

○中川交通政策課長 修学旅行の特に航空線

を利用したお話でございました。委員御指摘

のとおり、特に国際線につきましては現在週

３便のソウル線しかないという状況でござい

ますので、海外への修学旅行に皆さんいらっ

しゃる場合、福岡を利用という実態確かにご

ざいます。 

 私ども、できるだけ阿蘇くまもと空港の利

用ということで、実は国際線の振興協議会と
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いう空港の利用促進の組織をつくっておりま

して、その中でも特に修学旅行を中心とした

教育旅行を優遇しようということで、ある程

度生徒さんの負担に対してもインセンティブ

助成金という制度も用意しております。 

 そういうこともございまして、一昨年県立

高校で初めて２校ソウルの方へ実現しかかり

ました。日にちまで決まったところでござい

ますが、残念ながら延坪島の砲撃でそれが中

止になった経緯がございますが、今確実に阿

蘇くまもと空港を利用して行ってみようかと

いう動きが出てまいっております。 

 先ほどの台湾線でも、大津高校が約350人

のツアー、阿蘇くまもと空港利用の御説明い

たしましたけれども、これに続く県立高校、

私立高校の国際線等の修学旅行は確実に続い

ていくものと思っております。私の方も働き

かけていくつもりでございます。 

 以上でございます。 

 

○早田順一委員 私が言っているのは、国際

線だけじゃなくて国内線も、例えば福岡から

東京に行ってどこ行ったりとか、福岡から行

っているのが見受けられるから、熊本を利用

して、国内においての移動も、便数が悪いの

か値段の問題かわかりませんけど、その辺も

働きかけをお願いしておきます。 

 

○松田三郎委員長 関連ですね。 

 

○岩中伸司委員 新幹線関係で博多－熊本間

が対前年度に、前年度は「リレーつばめ」で

すけれども、「有明」も含めてですが、今月

も149％ということですが、これは増加した

分は新たな集客という理解をされています

か。 

 

○中川交通政策課長 私どもは、増加分につ

きましては、新たなパイがふえたというふう

に今の時点では見ております、この数字につ

きましてはですね。 

 

○岩中伸司委員 パイがふえたということで

あれば、例えばこれまで高速バスを使ってい

たりいろんな交通のルートがあるんですけど

も、そういうことからの新幹線への乗りかえ

というよりも、新たに集客が多くなったとい

うことに理解をするんですが、だとすれば、

これが非常に心配なのは、新幹線ができたの

で一回乗ってみようというふうなことで一過

性な形になる可能性もあるんですが、そうな

らないように観光あたりで一生懸命努力をさ

れているというふうに思いますが、その辺の

今後の取り組みというか、どう定着をさせて

いくということに。 

 

○中川交通政策課長 まず、交通政策課の方

からでございますが、委員御指摘のとおり、

現在の量を、まず通ったから一度は乗ってみ

ようということは確かにあろうかと思いま

す。私ども、少し時間がかかってはおります

けれども、新幹線の利用等、県内の各地から

利用しやすいようにということで、アクセス

方法の利便性の向上に取り組んでまいりたい

と思います。 

 そういうことによりまして、県内からの初

のお客様、それから県外から来られたお客様

が、円滑に県内を旅行されるような環境を整

えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○岩中伸司委員 観光面は先ほどお話があっ

ているんで大体わかっています。努力をされ

ている部分で今後取り組んでいこうというこ

とでしょうけれども、私は荒尾に住んでいる

んですが、そういう点では玉名、大牟田の新

幹線駅を利用というのは、県北の海岸沿いは

非常に難しい地点なんです。 

 ですから、荒尾は新幹線じゃなくてＪＲの

特急の増発要望等々もされているようですけ
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れども、そんなことを返しながらも、私が心

配するのは、一過性に終わっていく、今後継

続をするような――149％になっているんで

すが、これがずっと続くのかなというのを非

常に心配していますので、これからの推移を

見ていきたいと思います。 

 もう一つ、国内の空港の取り組みで、34ペ

ージか、空港ライナーの試験運行がなされて

いまして、これの今報告を受けたんですけど

も、これでいくと１日47便運行されているの

で、これは空で走ることも結構あるんじゃな

いか。例えば、10月99人は、考えてみれば、

１便にすれば非常に少なくなるし、11月も２

回２人かなと。これは現行無料ですけれど

も、これは試験運転ですので、今後は有料と

いうことも考えられているんですか。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 まず、利用状況でございます。47便、今回

の実験につきましては、空港から肥後大津駅

までのあのライン、新しい人の流れをつくり

たいということでございまして、豊肥線のダ

イヤとあと空港の離発着にかなり配慮して、

１日47往復やっております。便当たりに平均

しますと確かに人数の張りつきが悪いようで

ございますが、今２カ月を見てみますと、時

間帯によりまして１便当たり10人以上という

便、７～８人という便もかなりある時間見え

ております。１便当たり１．何人とかいう時

間帯も見えております。これは今後また長く

やっていく中で、今度はダイヤの効率性とい

うのも見ていきたいと思います。 

 それから、現在無料で走らせていることに

ついての将来性についてお問い合わせがござ

いました。私どもはまず、とにかく一度使っ

ていただいて、意外と便利なんだということ

を実感していただきたいということで、ＰＲ

も兼ねて無料というのをやらせてもらってい

ます。利用者数の推移が今120近くまで伸び

ています。これがもう少し伸びるまで精いっ

ぱい頑張りたいと思います。 

 将来的にずっと、未来永劫無料かと問われ

ますと、これはやはり財源の問題ございます

ので、どこかの時点で有料化というのは考え

ていきたいと思います。まだ今のところは、

利用状況それからアンケート等もしっかりや

らせてもらって、定着するような取り組みと

いうことをやりたいと思っております。 

 以上です。 

 

○岩中伸司委員 わかりした。その利用状況

の中の利用者は豊肥線沿線が中心、新幹線乗

りかえとか、こういうケースはあるんです

か。 

 

○中川交通政策課長 今まだしっかりとした

アンケートにはなってございません。ただ聞

き取りの中で聞いている感じでは、行き先

で、それから新幹線とかいうところまで、済

みません、そこまではとらえておりません

が、まず県外からのお客さんが約半分ぐらい

はいらっしゃる感じです。ですから、空港か

らそのままあるいは帰りも使われるというこ

とは、県外の利用の方が半分ぐらいいらっし

ゃいます。 

 大津それから沿線のお客さんが30％強ぐら

いでございまして、残りが鹿児島本線のさら

に先の沿線の利用、まだ少ないデータでござ

いますけれども、聞き取りの中ではそういう

感じがわかっておりますので、これから引き

続きまたしっかりデータをとっていきたいと

思います。 

 以上でございます。 

 

○岩中伸司委員 意外で、沿線が圧倒的かな

と思ったんですが、県外が半分近くあるとい

うことでいけば、沿線30％ぐらいですので、

それなりの効果も出ているというふうな見方

ですね。ぜひこの辺は、未来永劫無料という
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のは、これはそういうわけにもいかぬという

ふうに思いますので、一つはやっぱり車で来

る人の関係が、要は駐車場問題がたくさん問

題としてありますので、一番いいのはやっぱ

り公共交通機関だと、私もそういう認識はし

ているんですけども、ここら辺についてはど

うも安閑としてはおれないような、無料だか

ら来るというふうなことがあるという部分が

多いと思いますので、そこら辺もじっくり、

もう少し詳しいアンケートをとっていただき

たい思います。 

 それは要望です。 

 

○松田三郎委員長 ほかに。 

 

○堤泰弘委員 57ページ、「阿蘇や天草をは

じめとする県内各地域の優れた自然、歴史、

文化」といろいろ書いてございます。最近お

聞きになったと思うんですけど、阿蘇のロー

プウエーが廃止、それから草千里のスキー場

廃止、それから時間がたちますけども阿蘇観

光ホテル、これもおしまい。自然・歴史・文

化を全然大事にしておられないような気がい

たします。 

 それから噴火口の規制、何かＰＰＭです

ね。硫黄が出てくると観光客は、外国から来

た人も国内から来た人もリピート客も同じよ

うに立ち入りを禁止する。一番遠いところか

らはヨーロッパ、アメリカ、近いところは韓

国、台湾、中国、国外のお客さんが阿蘇の噴

火口を見たいと、１時間前までは観光バスの

ガイドさんが御案内をされておった、そして

その後急にＰＰＭが上がったので噴火口には

行けないと。 

 なぜかと質問をしますと、過去何百年の歴

史の中で、お気の毒にお亡くなりになった人

が２名か３名おられる、恐らく数千万人の観

光客の中で大変お気の毒に２～３名の方がお

亡くなりになったと。原因を聞いてみますと

わからない、ぜんそく発作を持った方じゃな

いだろうかと。それから二日酔いの泥酔状態

で、仲間の人が無理に、本人は嫌だと言った

けどもかついで噴火口まで連れていって、下

る途中でお亡くなりになった佐賀県の方がお

一人おいでになると。これは硫黄じゃなくて

心臓がとまったんだろうかと、それは噴火口

の観光業者の方から私直接聞きました。 

 それから、噴火口の周りの観光業者の方で

すね、戦前戦中、戦後は特に毎日、よほどの

ことがない限り噴火口の周辺で商売をされて

おります。一説によりますと、雲の動き、風

の吹き方、また火口底の水の色で、阿蘇の噴

火口のいろんなことがおわかりになる人がか

なりおる、60年阿蘇の噴火口におるよと。 

 この方たちを、見かけが悪い、あの人たち

が噴火口にたむろしておれば見かけが悪い

と、だから営業権はあの方たちの１代限り、

すなわち後継者には営業権を認めないと、そ

ういうことも聞いております。 

 この文章と、「自然、歴史、文化等、熊本

が持つ魅力を」云々と書いてありますけど

も、なかなか私にはそういうふうに受け取れ

ません。特に、阿蘇山上のロープウエー、そ

れから草千里のスキー場、これはもし今から

新たに建設しようと思えば、それこそ一番に

環境省、それから国土交通省もいろいろ言う

てくるでしょう。恐らく許可が厳しい。もう

つくれない。せっかくあるのをなくして、そ

れに対して観光立県を宣言している熊本県

は、今までいかなる手立てをされてきたの

か、これは課長さんじゃちょっとあれだけん

部長さんにお尋ねします。環境省も国土交通

省も含めてひとつお答えを。 

 

○松田三郎委員長 ちょっと待ってくださ

い。質問が長かったので整理しますけども、

コメントをもう一回、どこに触れてもらいま

すか。 

 

○堤泰弘委員 まず、草千里のスキー場、そ
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れからロープウエー、それから天皇陛下もお

泊まりになった阿蘇観光ホテル、これが全部

廃止ですね。これは自然・歴史・文化があっ

たと私は思います、この３つをまず。その次

に、諸外国からの観光客が楽しみにきたの

に、１時間30分前に突如として噴火口への立

ち入りを規制すると、これが２番目。まず２

つ答えてください。 

 

○坂本企画振興部長 直接担当しておらぬも

んですから、阿蘇ロープウエーの廃止、草千

里スキー場の廃止、それぞれの事業主体なり

規制の関係について責任を持ってお答えする

ことができなくて、申しわけないんですが、

阿蘇の観光に来た方々が、噴火口を十分楽し

んでいただくためにどういうふうなことをし

ていったらいいのかと。 

 今阿蘇市が提案しています、山の中にいわ

ゆる全天候型で噴火口が見えるような施設を

つくるという話がございますけども、片やそ

ういうものを設けることが自然のある意味で

破壊になるんじゃないか、あるいは費用対効

果はどうだと、いろんな議論はあるかと思い

ますけど、いずれにせよ世界の方々が阿蘇に

あこがれて噴火口を見たいと思ってくる、そ

れにもかかわらず噴火口見られないで帰って

いく状況があるということは、まさに十分活

用できていないということだと思いますの

で、地元市町ともしっかり議論しながら最大

限活用するように努めてしていきたいと思い

ます。 

 

○堤泰弘委員 お願いします。 

 

○松田三郎委員長 何かありますか。堤委員

がおっしゃったこの57ページの文章は、もち

ろん県の担当課でつくられた。ただ、質問の

中身に関してはなかなかあれなんですね、県

がこうします、ああしますとか、その状況を

把握して、ちょっとわからない部分も含めて

でしょうけれども、その…… 

 

○堤泰弘委員 ちょっと済みません。それ

で、今委員長がおっしゃったように、県がど

うします、こうしますじゃなかなかできない

んです、国の規制が入ると。しかし、観光客

の方はそれは関係ないわけです。噴火口が見

たい、ロープウエーにも乗りたいと。そして

スキー場は、五ヶ瀬にできてこっちはお客が

減ったからやめたという単純な理由ですね。

五ヶ瀬に負けないような、宮崎県に負けない

ようなことはなぜできなかったかと、そうい

うこともお聞きしたいわけです。でも、さっ

きの答えでいいですから、後は頑張ってくだ

さい。 

 

○松田三郎委員長 ほかに。 

 

○岩中伸司委員 新幹線関係にこだわって申

しわけない。さっき乗車率が非常に多くなっ

て、149％博多－熊本間だったんですが、こ

れは大阪－熊本間というのは何か資料があり

ますか。 

 

○中川交通政策課長 前回の委員会の別添資

料で説明させていただいている中で、旅客流

動推定というのがございました。新幹線開業

前と開業後の大阪というよりも関西地方なん

ですけれども、関西地方と熊本県の間でＪＲ

の利用は23％の増でございます。ＪＲと航空

機等も含めた全体の数字につきましても約3

0％の増でございます、熊本と関西地方か

ら。 

 以上でございます。 

 

○岩中伸司委員 そうすると、航空機は、こ

の資料でいけば、対前年度でいけばマイナス

になっていますね、15ページで示されていま

したね、大阪線。神戸だけは多くなっている

んですが、大阪線―伊丹線は７万2,000人ぐ

 - 16 -



第４回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成23年12月12日) 

らい減っているんですね。それと利用率も、

次の16ページのうち大阪線でいけば、対前年

比も８月だけは105％になっていますが、か

なり下回っているということで、実際空港の

利用もふやさないかぬけれども、この新幹線

で空港からかなり流れてきているなという感

触を持っているんですが、そういうことは全

く考えられていませんか。 

 

○中川交通政策課長 ただいまの16ページ

に、空の方の大阪線の資料が表の中にござい

ます。今委員御指摘のこれは月別の数字でご

ざいますが、利用率と前年比でございますけ

ども、利用者数につきましては、８月につき

ましては105.9ということで伸びております

が、9月、10月、97、89.7でございます。資

料に記載しておらず手元の数字でございます

が、11月については91％を超えている状況で

ございます。 

 大阪線につきまして、新幹線の開業と同じ

時期に、ＪＡＬの方がちょうど本社の方の全

体の見直しの中で機材の小型化等もやってお

ります。利用者につきましては、この97ある

いは90以上という数字をどうとらえるかとい

うことでございますが、私どもから見まして

は、機材の小型化等とかなされる中では、航

空機の利用が特に減っているということでは

ございません。ただおっしゃられるように、

一部新幹線にシフトしているのは間違いない

と思います。 

 以上でございます。 

 

○村上寅美委員 17ページの航空機の利用、

これは南方と台北と非常に努力をしていると

いうことですけど、南方については可能性と

して実現可能だということで、かなり水面下

で進んでいるというような情報も得ているけ

ど、その辺どうなのか。 

 それから、台北線は今まで質問もしたけ

ど、やっぱり足がないから福岡に行ったり関

空に行ったりせざるを得ないと、基本的な問

題だと思うんだ。だから、ぜひ長崎や宮崎、

鹿児島に負けないというよりも、足が出ない

ことにはどうしようもないということはどう

なんですか。これについて……。 

 

○中川交通政策課長 まず、南方航空でござ

います。今ちょうどまさに相手の会社とかな

り詰めた議論をしておりまして、今後の感触

としましては、私どもとしましては、割と早

い時期に外に向けて前向きな発表ができるか

と思っております。 

 ただ、今この時点で、時期がどうかとか、

そういうのはまだ出さずにいてくれというの

が先方からの話でございますので、この場で

は、申しわけございません、南方航空の方は

控えさせていただきます。 

 

○村上寅美委員 局長、ということは、台北

とはかなりの温度差があるということです

な、実現に対して。 

 

○小林交通政策・情報局長 台湾について

は、今回大津高校の300人以上の修学旅行

が、中華航空のジャンボ機をチャーターして

ほぼフル満載していったと、これが台湾の航

空会社にとっては非常に大きなインパクトが

あったと聞いております。今まではまとまっ

た誘致活動というのはしてなかったんですけ

ども、これをきっかけに一歩一歩台湾につい

ても進めていきたいと思っておりますし、私

自身近々台湾を訪問して、航空会社と意見交

換を開始したいというふうに考えておりま

す。 

 

○村上寅美委員 南方の方はまだ時期的には

というような話であるけど、例えば年内無理

はわかるけど、来春とか来年というか、ぼか

したところでいいんだけど、実現可能だとい

うふうに見ておっていいの、局長。 
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○小林交通政策・情報局長 先ほど交通政策

課長がお答えしましたけども、かなり最終局

面に近いところまでは来ているだろうという

ふうには考えておりますが、最終的なところ

の御報告まで、まだ南方航空の本社の最終決

裁が得られていないというのが現実なところ

でございまして、あと一歩というふうには考

えております。 

 

○村上寅美委員 そうですか。ぜひ実現して

ください。 

 それからもう一点は、熊本駅周辺43ペー

ジ。この文言を見れば、「熊本駅西地区にお

いて土地の区画を整理して密集家屋や狭隘道

路を解消し、緑豊かな公園等を整備する」と

書いてあるけど、この区画整理というのは熊

本市の事業でしょう。違うの。 

 

○内田都市計画課長 熊本市施行の都市区画

整理事業でございます。 

 

○村上寅美委員 私たちは、変な形で完成し

たというような位置づけをしていたけど、こ

れ見れば、これから区画を整理すると言うけ

ど、前の人家がばらばらになっておるな、保

育園があったりなんがあったりで、全国に笑

われていると言ってもおかしくないと思う

よ。そこをするの。これはどういう意味です

か。 

 

○内田都市計画課長 今まで家がいっぱい密

集しておりまして、きちっとした区画道路も

入ってなかったし公園もできておりませんで

した。そこをきちっとした形で、道路を入れ

たり区画の整備をやっていくと、きちっとし

た町並みが新たにできるという意味でござい

ます。 

 

○村上寅美委員 できるということは、今飛

び地で個人の家があるでしょうが、あれも整

理するの。 

 

○内田都市計画課長 個人の持っていた土地

のところにまた帰ってこられるということに

なります。個人の方々が、今幾つか家を建て

ておりますが、まだ戻ってきておらないとこ

ろもございます。区画整理事業がまだ全部完

成しておりませんので、完成後はそれぞれの

宅地におきまして建物が、個人さんなり企業

なりの建物が建っていくだろうというふうに

見込んでおります。 

 

○村上寅美委員 今建っているやつでみっと

もないという話が大方なんですよ。区画整理

の中で飛び地みたいに、ここは土地区画整理

事業だから地権者がもとに帰るという原則は

わかるけど、だから今後帰ってこられること

は整理したところに帰ってこられると思うけ

ど、今保育園があったり、不動産屋があった

り、民家があったりして今はばらばらだとい

うことに対してはさわらないの、さわるの。 

 

○内田都市計画課長 個人さんの考え方で家

を建てていかれますので、私どもが特にどう

こうということはございません。 

 

○村上寅美委員 区画を整理してという意味

があれたいね。これはもうあきらめなければ

いかぬかなと思ったけど、こういう文面にな

っとるもんだから、せっかく建てた個人の家

も、どこかに１カ所に集中してしまうのかな

というふうに僕は勘違いしたわけ。これはさ

わらない、今新築しているやつはさわらない

のか。基本的に。 

 

○内田都市計画課長 新築された家につきま

してはさわらないということです。 

 

○村上寅美委員 わかりました。 
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○松田三郎委員長 よございますか。ほか

に。 

 

○小杉直委員 部長に１点と、あとは県と県

警にお尋ねですが、先ほど部長に、提言とい

うか検討してもらいたいと、営業部長です、

「くまモン」の。おとといも自衛隊の第８師

団に「くまモン」が来て一生懸命踊りよった

ですが、とても踊りが上手。子供さんはあれ

は生きとっと思うとるですな。我々大人は中

で熱中症を起こしはせぬだろうかなと心配す

るぐらい、一生懸命頑張っておられるわけで

すが、部局は二言目には「くまモン」「くま

モン」というふうに非常に評価して頼りにし

とるわけですが、おたくが説明した、この秋

以降円高の影響もあって、韓国からのインバ

ウンドが伸び悩んでおりますということです

が、こういうところに「くまモン」の活用は

できないかということを提言というか検討し

ていただきたい、これは要望です。 

 それから、今度は質問ですが、いよいよ来

年２月に熊本城マラソンがあります。それ

で、地域振興課とか交通規制課とか、あるい

は交通政策課、全部関連しますので、県から

答えを１本と、県警から１本いただきたいわ

けですが、相当の応募者があって締め切った

後は間に合わないという大人気ですが、これ

に対して、熊本城マラソンに県の方は協力支

援、どういうふうに考えておられるか。 

 県警の方は、交通渋滞を含めたところの何

か課題、それをクリアするような方策そして

協力、そういうものを簡単にどなたか。 

 

○坂本企画振興部長 熊本城マラソンにつき

ましては、私自身が実行委員の一員に入って

おりまして、企画課長が幹事会に入りまし

て、最初の構想段階から実は議論をさせてい

ただいております。 

 と申しますのは、やはり熊本県下全域にア

ピールできる大きなイベントですので、質の

高いイベントにしたいということ。それか

ら、来た方が――県外からもかなり、２割ぐ

らいの方は県外だと聞いておりますので、こ

の方々に熊本市の何か物産とか観光旅行だけ

じゃなく、県下でできるＰＲをしたいという

観点で私ども参画をさせていただいておりま

す。 

 それに加えまして、いわゆる財政的な面に

つきましても、これは夢チャレンジ推進事業

のスキームを活用しまして、いわゆる財政支

援ほどではございませんけれども、熊本市の

取り組みの中で、県下全域の波及効果がある

ような大きなイベントの要素というものに着

目し、他の市町村同様に支援するといったよ

うな形で、二人三脚で取り組んでおります。 

 先ほどおっしゃられました参加する方への

エントリーの問題につきまして、私ども正直

申し上げて、あのやり方でよかったのかとい

うこともありましたが、ことしは駆け込みで

第１回ということであのやり方になりまし

た。来年以降のエントリーの仕方も、また一

緒になって実行委員会のプロセスで議論して

いきたいと思っております。 

 

○髙野交通規制課長 交通規制課の髙野でご

ざいます。 

 熊本城マラソンに関しての取り組みですけ

ども、現在、交通部長以下66名体制で県の方

で対策室を設置して、いろんな主催者側との

協議を進めております。 

 先ほど御指摘のように、一番問題なのは交

通渋滞、これまでにない大きな大会でござい

ますので、交通渋滞が非常に危惧されます。

そこで、迂回路対策、総量抑制、あらゆる広

報手段と警察官を適正に効率的に運用して、

交通渋滞ができるだけ発生しないように、ま

たコース沿線、コース内に分断されます住民

の方への影響が少なくなるように、現在検討

を進めているところでございます。 
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 以上です。 

 

○小杉直委員 いろいろ説明を受けて安心し

ましたが、県の方も県警の方もしっかり応援

協力体制をよろしくお願いしておきます。 

 

○岩中伸司委員 関連でいいですか。 

 

○松田三郎委員長 ちょっと待ってくださ

い。今その他に入っておりますので、まず、

先ほどの説明に関しての質疑は、一たんここ

で終了をさせていただきたいと思います。 

 次に、議題（2）閉会中の継続審査につい

てお諮りいたします。 

 本委員会に付託の調査事件につきまして

は、審議未了のため次期定例会まで本委員会

を存続して審査する旨、議長に申し出ること

としてよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○松田三郎委員長 異議なしと認めます。そ

れでは、そのようにいたします。 

 その他に入ります。 

 

○岩中伸司委員 今のに関連ですけども、部

長の今のお話だと、かなり人気があって、3

日間で満杯になったそうですね。中身は県外

から２割ぐらいということですけれども、私

はいろんな人の話を聞けば、第１回目だから

これは仕方がないけれども、先着順という形

にすれば、県外からの参加はまだ知られてい

ないということもあって、なるべく私は県外

から多くの人を取り込んでいくという……。 

 宮崎できのう25回の青島太平洋マラソン大

会があったんですけども、これは25回目です

けども、最初は600人ちょっとからスタート

して、今回は１万3,800人集まったというこ

とで、47都道府県、韓国から43人、そんな大

会になって、知事のお話でも飛躍的に伸んで

きていると。 

 たまたまマラソンブームに乗ったというこ

ともあるかもしれないけれども、このマラソ

ンのコースは、どちらかというと直線で走り

やすいところだったんですが、最近ちょっと

またごちゃごちゃなって、熊本の場合はコー

スとりが警察の先ほどの説明で渋滞関係もあ

って、それと名所を見せたいということもあ

るかもしれぬけれども、非常にカーブが多く

なっているとか、走るランナーにとっての苦

情はたくさん来ています。 

 ですから、これをもっと発展させて熊本を

ＰＲするということでいけば、私は、先着順

というのはやめて抽選でやるというぐらい

の、数はやっぱり制限しなきゃいかぬと思い

ますので、そういうことをぜひ強く要望をし

ておきたいと思いますが、よろしくお願いし

ます。 

 

○松田三郎委員長 ほかに。 

 

○髙野洋介委員 関連でいいですか。マラソ

ンの話をされましたけども、いろいろ県内に

は天草のパールラインマラソンだとか、人吉

のマラソンだとか、歴史があるような大会も

多くあるんですけれども、そういったところ

も熊本城マラソン同様､同じ力の入れ方を県

はされるんでしょうか。 

 

○坂本企画振興部長 先ほど夢チャレンジの

例を挙げさせていただきましたけれども、夢

チャレンジ事業、例えば天草の海道博に対し

て同様のスキームで支援しております。熊本

城マラソンにつきましても、今回立ち上げと

いうふうなことの中で、県内各地への波及効

果等をにらんだような取り組みをしていただ

くということに着目して、こういう言い方は

あれですけども、１回限りということでやっ

ておるつもりで、各市町村がやられているマ

ラソン大会に全部実行委員会が入っていっ

て、毎年財政支援でつき合っていくというや

り方でマラソンを支援するということは、多
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分県のリソースから考えて無理だと思います

ので、ある意味、１回目の立ち上げの特例と

いうふうに考えていただければと思います。 

 各地でやられているマラソン大会で、こと

しこういうブラシュアップをしたいんだとい

う御提案がありましたら、それは夢チャレン

ジあるいは他のスキームを通じて同じような

エネルギーを投入して支援させていただく、

この点は申し上げておきたいというふうに思

います。 

 

○髙野洋介委員 わかりました。 

 

○松田三郎委員長 ほかにありませんか。ほ

かになければ、本日の委員会はこれで閉会い

たします。 

  午前11時25分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会 

 委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 21 -


